
介紹

政
策
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
も
た
ぬ
も
の
で
も
、

資
料
集
が
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
集
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
資
料
集
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

　
こ
の
資
料
集
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
主
な
こ
と
は
、

第
一
に
、
　
一
九
三
三
年
熱
河
作
戦
と
同
時
に
開
始

さ
れ
た
内
蒙
工
作
は
阿
片
と
深
く
結
び
つ
い
て
推

進
さ
れ
、
三
七
年
に
関
東
軍
に
よ
り
…
樹
立
さ
れ
た

蒙
彊
政
権
は
〃
第
二
満
州
国
化
”
さ
れ
た
偲
繍
政

権
で
あ
り
、
阿
片
は
政
権
の
最
重
要
財
源
の
一
つ

と
し
て
統
制
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
蒙

彊
政
権
の
阿
片
政
策
は
、
一
九
三
七
・
三
八
年
の

旧
制
を
踏
襲
し
た
も
の
か
ら
、
三
九
年
に
土
薬
公

司
を
設
立
し
て
土
商
を
介
さ
ず
に
阿
片
売
買
を
独

占
し
統
制
管
理
の
強
化
と
阿
片
の
増
産
を
園
指
す

も
の
に
な
る
が
、
収
納
実
績
が
不
十
分
で
、
四
〇

年
に
は
公
司
を
解
散
し
、
土
筆
の
利
潤
を
認
容
し

て
自
ら
は
そ
れ
に
寄
生
し
て
利
益
の
上
前
を
は
ね

る
間
接
的
統
制
方
式
に
か
わ
り
、
　
一
応
の
成
功
を

得
た
こ
と
、
第
三
に
、
こ
の
結
果
、
蒙
彊
政
権
は
、

一
九
三
九
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
阿
片
収
納
を

大
幅
に
増
加
さ
せ
る
が
、
四
二
年
に
は
前
年
の
わ

ず
か
三
五
％
と
い
う
状
況
で
、
阿
片
の
生
産
は
ま

だ
い
ち
じ
る
し
く
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
四

に
、
蒙
彊
政
権
の
阿
片
販
売
は
、
上
海
五
五
・
四

％
、
華
北
各
地
二
四
・
三
％
と
管
外
が
九
六
・
四

％
で
、
管
内
で
の
消
費
は
ご
く
一
部
で
あ
っ
た
こ

と
等
で
あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
の
資
料
集
に
は
蒙
彊
か
ら
中

扇
昏
地
に
配
給
さ
れ
た
阿
片
が
各
地
で
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
た
か
を
示
す
一
次
資
料
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
資
料
集
の
行
間
か
ら
は
、
日
本

は
中
国
各
地
を
占
領
後
に
阿
片
を
禁
圧
し
よ
う
と

し
た
と
い
う
よ
り
、
蒙
彊
を
阿
片
の
供
給
源
泉
地

と
し
て
む
し
ろ
積
極
的
に
阿
片
政
策
を
組
織
的
・

系
統
的
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
こ
と
が
、
一
次
資

料
の
迫
力
で
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
（
A
5
版
　
六
三
五
頁
　
一
九
八
五
年
七
月

　
　
　
　
岩
波
書
店
・
七
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
蔭
之
雄
　
京
都
穴
学
研
修
員
）

ゲ
オ
ル
ク
・
G
・
イ
ッ
ガ
ー
ス
著

難
難
口
鯖
健
締
訳

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
史
学
の
新
潮
流
』

　
本
書
は
、
欧
米
に
お
け
る
近
年
の
歴
史
学
の
動

向
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
の
学
界
で
あ
り
、
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

も
視
野
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
構
成
を

示
し
て
お
こ
う
。

　
　
第
一
章
　
伝
統
的
歴
史
学
の
危
機

　
　
第
二
章
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
ア
ナ
ル
』

　
　
　
　
　
　
の
伝
統

　
　
第
三
章
　
歴
史
主
義
か
ら
「
歴
史
的
社
会
科

　
　
　
　
　
　
学
」
へ

　
　
第
四
章
　
マ
ル
ク
ス
主
義
と
近
代
社
会
史

　
　
第
五
章
　
最
近
の
ア
メ
リ
カ
社
会
史
の
傾
向

　
　
附
　
章
　
エ
ピ
ロ
ー
グ

こ
の
う
ち
、
第
四
章
の
一
部
と
第
五
章
は
そ
れ
ぞ

れ
他
の
筆
者
の
寄
稿
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

本
書
は
厳
密
に
は
三
人
の
共
著
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　
欧
米
で
の
最
近
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
社

会
史
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
わ
が
国
で
も
と

く
に
ア
ナ
ー
ル
学
派
を
筆
頭
に
す
で
に
多
く
の
紹

介
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
動
向
紹
介
は
国

別
に
行
わ
れ
る
の
が
常
で
、
全
体
を
傭
湿
す
る
視

角
に
乏
し
か
っ
た
。
右
の
構
成
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲
の
対
象
を
一
望
の
も
と

に
お
さ
め
た
こ
と
が
、
本
書
の
長
所
と
し
て
ま
ず

挙
げ
ら
れ
る
。

　
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
本
書
は
、
各
国
の
研

究
者
の
動
静
に
細
大
も
ら
さ
ず
目
配
り
し
た
、
単

な
る
研
究
動
向
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
の
で
は
決
し
て
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な
い
。
近
年
の
歴
史
研
究
の
量
的
膨
脹
を
考
え
れ

ば
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
著
老
の
側
で
の
一
定
の

明
確
な
歴
史
学
観
な
し
に
書
か
れ
う
る
も
の
で
は

な
い
。
ま
し
て
諸
潮
流
の
併
存
の
な
か
に
、
歴
史

研
究
の
学
的
発
展
の
方
向
を
さ
し
し
め
す
一
定
の

傾
向
を
見
出
そ
う
と
す
る
著
者
の
意
図
（
た
と
え

ば
三
四
九
頁
）
か
ら
す
れ
ば
、
一
層
そ
う
で
あ
る
コ

　
と
す
れ
ば
、
「
附
章
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
は
、
そ
の

表
題
自
身
の
与
え
る
印
象
よ
り
ず
っ
と
重
い
意
味

を
本
書
の
な
か
で
も
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ

の
章
は
、
原
著
改
訂
版
が
出
さ
れ
た
お
り
に
、
初

版
以
後
約
十
年
の
各
国
の
歴
史
研
究
の
動
向
を
ま

と
め
、
補
論
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
圧
縮
さ
れ
た
概
観
に
は
、

著
者
の
歴
史
学
観
が
よ
り
明
確
に
窺
え
る
の
で
あ

る
。　
著
者
が
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
の
は
、
「
象
徴

主
義
的
歴
史
学
」
（
三
一
七
頁
）
の
潮
流
で
あ
る
。

こ
こ
に
先
立
つ
第
二
章
か
ら
第
五
童
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
事
件
史
的
方
法
と
政
治
史

・
外
交
史
へ
の
傾
斜
を
特
徴
と
す
る
伝
統
的
歴
史

学
へ
の
批
判
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
た
現
代
歴
史
学

は
、
そ
の
視
線
を
過
去
の
社
会
全
体
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
構
成
す
る
民
衆
に
向
け
て
き
た
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
は
、
分
析
手
法
の
面
で
は
、
解
釈
学
的

考
察
か
ら
数
量
史
的
方
法
へ
の
推
移
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
史
的
な
視
野
の
拡
大
と

い
う
大
き
な
う
ね
り
は
、
今
日
ま
で
の
歴
史
学
の

底
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
近
年
そ
こ
で
新

た
な
展
開
方
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
数
量
史
が
過
去
の
民
衆
生
活
の
物
質
的
側
面

の
解
明
に
関
心
を
払
っ
た
の
に
対
し
、
近
年
の
社

会
史
研
究
は
む
し
ろ
民
衆
生
活
の
内
実
を
な
す
象

徴
・
文
化
・
記
号
な
ど
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
「
人
口
学
的
、
物
質

的
な
要
素
か
ら
、
文
化
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要

素
へ
の
移
行
」
（
三
二
二
頁
）
が
起
こ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
並
行
し
て
、
人
類
学
の
方
法
を
援
用

し
た
解
釈
学
的
手
法
が
再
び
採
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
新
傾
向
の
先
頭
を
切
っ
て
い
る
の
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
で
あ
り
、
そ
の
業
績

は
わ
が
国
に
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
か

ぎ
り
で
は
、
著
者
の
こ
の
見
方
は
別
段
唐
突
に
響

く
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
歴
史
学
の
今

後
進
む
べ
き
方
向
ま
で
も
示
し
て
い
る
の
か
ど
う

か
一
も
っ
と
も
著
者
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は

方
法
的
多
元
主
義
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明

言
を
避
け
て
い
る
の
だ
が
ー
ー
－
に
つ
い
て
は
、
大

い
に
議
論
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
代
歴
史
学
の
多

様
な
潮
流
を
一
箇
の
全
体
像
に
集
約
し
よ
う
と
し

た
意
図
は
、
十
分
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

有
意
義
な
本
書
の
刊
行
を
喜
び
た
い
。

　
　
　
　
（
A
5
版
三
六
二
頁
晃
洋
啓
房
一
九

　
　
　
　
八
六
年
一
月
　
三
九
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
中
亨
　
策
海
大
学
文
学
部
講
師
）

受
贈
図
書

　
　
（
一
九
八
六
年
三
月
一
日
～
四
月
一
七
日
）

M
・
ク
ラ
ウ
ル
著
・
望
田
等
訳
　
ド
イ
ツ
・
ギ
ム

　
ナ
ジ
ウ
ム
ニ
○
○
年
史
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
務
）

金
田
章
裕
著
　
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究

　
（
文
明
堂
）

　
　
　
　
　
◇

立
正
法
洋
史
（
立
正
大
学
才
洋
史
研
究
室
）
　
八

京
都
部
落
史
研
究
所
紀
要
五

総
合
研
究
所
報
（
福
岡
大
学
）
　
八
七

紀
州
蜷
霊
媒
研
究
所
紀
要
　
五

日
本
学
士
院
紀
要
　
四
〇
1
三

日
本
学
士
院
紀
要
　
四
一
－
一

神
道
学
（
神
道
学
会
）
　
＝
一
八

人
文
学
部
紀
要
（
札
幌
学
院
大
学
）
　
三
八

八
幡
大
学
論
集
（
八
幡
大
学
法
認
学
会
）
　
三
六

　
－
二
ニ
ニ

札
幌
大
学
教
養
部
紀
要
　
二
七
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